
フレンズ  オブ  グリーン 

緑友会コミュニケーション誌 

広島県広島市中区広瀬町1-16 
発行人　　福田　信彦　広島青年印刷研究会　 
編集人　　やまなし印刷若人会 

２００１年５月発行 

105

第34回　全国印刷緑友会山梨セミナー

全国印刷緑友会



2

第3434回全国印刷緑友会山梨セミナー開催される回全国印刷緑友会山梨セミナー開催される 第3434回全国印刷緑友会山梨セミナー開催される回全国印刷緑友会山梨セミナー開催される 第34回全国印刷緑友会山梨セミナー開催される 

平成13年2月10日（土）、やまなし印刷若

人会主管による「第34回全国印刷緑友会

山梨セミナー」、テーマ「2001原点を探す旅

に出よう！」が山梨厚生年金会館に於いて

開催されました。前回大会から5年ぶりに開

催されることになった、山梨セミナーには、

全国から27グループ127名と地元24名の総勢

151名が参加しました。

今年は例年より雪が多いということもあ

り、「当日の天気は大丈夫だろうか？雨は

降っても雪だけにはならないでくれよ」な

ど心配をしていました。

我々の願いが通じたのか、当日は天候に

も恵まれ、予定通り緑友の仲間が次々と会

場にやってくるのを見て、一段と気も引き

締まりました。

ざわめく会場の中、「登録状況はどうなっ

ているか？しっかりと挨拶は出来るのか？」

など頭の中をいろいろな事がぐるぐると

回っていました。そして定刻！式典が始ま

りました。式次第に従い、まずは開会宣

言！そして国歌斉唱（君が代）、綱領唱和と

続きいよいよ参加ｸﾞﾙｰﾌﾟの紹介「ｸﾞﾙｰﾌﾟ名

称を間違えないだろうか？」落ち着いた口

調で次々と参加ｸﾞﾙｰﾌﾟが紹介される。「間違

えずに無事、紹介が終わったな」そして、

ついに実行委員長の挨拶、人の心配をして

いる場合ではなかった、平静を装いながら

壇上に上がる。まずは、緑友会の皆さんこ

んにちは！「こんにちは」と大きな声で挨

拶が返ってきた。みんなの顔を見ながら挨

拶をするほど余裕はなかったが、とにかく

丸暗記したことを坦々と喋りつづけた。挨

拶途中で地元の報道カメラが気になり、い

きなり頭が真っ白になった。大ピンチ！落

ち着け落ち着け、大きく深呼吸、なんとか

挨拶を終えることが出来ました。次に全国

印刷緑友会会長挨拶、さすがは福田さん、

数日前より風邪で体調を崩していたにも関

わらず、恙無く挨拶を終えました。そして、

来賓祝辞、来賓を代表して山梨県印刷工業

組合理事長より祝辞を戴きました。

閉会宣言！北條 正 君「シ～ン」何秒か

たった後、ひょっこり会場入口より顔を出

し「俺かよ」と言わんばかりの表情に会場

が僅かな笑いにざわめいた。「笑いも必要か」

何はともあれ式典は無事終了し、15分の休

憩時間をはさんでセミナーが始まりました。

セミナー第一部は「2005残れなかった3分

の2」と題して、我々経営者が独自のゴール

や目的を示す企業理念も無いままに走り続

けてしまったら、4年後はどうなってしまう

のかを、お芝居を通して疑似体験して戴き

ました。当初、我々会員が役者を演じるこ

とを考えていましたが、余りの台詞の長さ
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や、如何に正確に伝えるかといった演技力

の部分で最終的にプロの役者さんに演じて

もらう事にしました。さすがはプロの役者

さんだけあって、我々の伝えたいこと全て

を100％以上の完成度で演じている姿に、涙

が出るほど感動していました。そして第二

部では今回のポイントでもある企業理念つ

いて、「和の実学」の実践者としての立場か

ら、住吉海平氏からお話を戴きました。

セミナーも無事終了し、いよいよ懇親会、

司会は浅井。「それではこれより懇親会を始

めさせていただきたいと思います」硬い硬

い、練習ではもっと柔らかかったのに、緊

張したかな？続いて歓迎の挨拶雨宮幹事長。

一人コントのような挨拶だけど何処か硬い。

やっぱり緊張しちゃったのかな？余り人の

ことは言えないけど！

賑やかな会場のあちらこちらで、真剣に

話し込んでいる人や、下ネタに走っている

人など様々で、とても盛り上がっていまし

た。最後にお礼の挨拶になり、私は一言だ

けお礼の挨拶をして、あとは依田、井上両

氏に任せました。「二人とも、とにかく話が

長～い」。

最後にやってくれました、京都の滝本さ

んによるビールシャワー！みんな大慌て。

「マジかよー」京都セミナーの時に滝本さん

からもらったピンクのセミナージャケット

を着てなかったのが悪かったんですかね

「滝本さん、ごめんなさい」。

最後になりますが、今セミナー開催にあ

たりまして、いろいろな方からのご支援、

ご協力に心より感謝申し上げます。
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当日、第１部として「2005年　残れなかっ

た3分の2」というお芝居を通して、ゴールの

イメージもなく走りつづけた我々の４年後を

疑似的に体験していただき、第２部では「和

の実学」の実践者としての立場から住吉海平

氏による、成功事例発表、また企業理念がな

ぜ大切なのか、無いとどうなってしまうの

か？について、お話をいただきました。

セミナー参加者の反応としては、余り聞き

たくなさそうな人や、また逆に熱心に聞いて

いる人など様々でしたが、我々の気づきをな

げかけるという意味で、目的は達成できたの

ではと思います。

冒頭でも言いました、「これからが本当の意

味での原点探し」とは言いかえれば、セミナ

ーを通して学んだことや、その中での気づき

を（家庭、会社、社会）等の実践の場に実際

に取り入れ、生かすことが重要だということ

です。

最後になりますが、関係各位のご支援、ご

協力に心より感謝申し上げます。

本当にありがとうございました。

「2001原点を探す旅に出よう！」をテーマ

に主管させていただきました、今回の山梨セ

ミナーですが、何とか無事終えることができ、

ホッとしています。

また、同時にこれからが本当の意味での原

点探しだという思いでいっぱいです。

そこで、セミナーを通しての我々の活動を

振り返ってみることにしました。

我々は我々自身の原点を探るうえで、様々

な学問や思想に触れ、その中で「和の実学」

という、私たちにとって一つの気づきとなる

思考方法に出会いました。この「和の実学」

とは、現実に対して具体的に何をすべきか、

といった実効性のある答えを示す一つの実学

です。

この「和の実学」をベースに活動する中で、

我々に今、何が求められているかに気づくこ

とが出来ました。

それは、印刷人であると同時に経営者であ

り、経営を生業とする我々は、やはり経営に

テーマを搾り「原点」に立ち返って基本を再

確認することが重要だと言うことです。

また、企業経営者として独自のゴールや目

的を示す「企業理念」こそが、我々に今、求

められている原点だということです。

この「企業理念」の大切さを、一人でも多

くの人に伝えるために、セミナーに向けて準

備してきました。

山梨セミナー実行委員長

稲 葉　政 太
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1999年夏、広島大会。

「21世紀最初の緑友イベントだよ。」「あと、

セミナーをやれば緑友グランドスラム達成だ

よ。」「幹事長として株が上がるぞー。」「あっ

れー！神戸さんが立候補しちゃうみたいだぞ

ー、決めるなら今だぞー。」「人がほしがって

る物を横取りするの大好きでしょう？」同行

した悪魔達がささやきます。

そう切っ掛けは、実に不純でした。そして、

私がやまなし印刷若人会の幹事長になり会を

停滞させてしまいました。何かカンフル剤を、

と考えていた矢先の事もあり神戸印刷若人会

さんからセミナーを奪い取ってしまったので

す。神戸の皆さん大変申し訳ありませんでし

た。

さて、めでたく？セミナー主管が決定し、

長い議論の末『2001原点を探す旅に出よう！』

というテーマが決まりました。

また、セミナーなのだからまずは自分達が

勉強しようと決め、取りあえず見切りで旅に

出発しました。色々と勉強してみました。「陰

陽学」（宇宙、人間の原点とは？）「脳力開発

セミナー」（個人個人の原点？）「和の手法」

（人と人の関わりの原点とは？）。そうですこ

こで我々の共通した問題を解決してくれそう

なプログラムに出会えたのです。名古屋而立

会の岡田さん本当にありがとうございました。

「和の手法」変な宗教と勘違いされないか

という不安もあったのですが（かつて山梨に

あったオ○ムという団体が世間を賑わせまし

たので）、全国の皆さんも私共と同じ悩み閉塞

感を感じられているだろうと飛びつきました。

こうして旅の途中報告というか、このプロ

グラムの紹介のセミナーが開催する運びに

なったのです。このプログラムが皆さんへ気

付きを与える事ができ、それが皆さんの問題

解決のお手伝いになる事ができましたら私共

も幸せです。

私共はセミナーの準備で全員が一つの方向

を向き一つの目的の為一つになれた事で、既

にもう一つの目的を達成する事ができました。

この機会を与えてくださった緑友会に感謝い

たします。

また、このセミナーを終える事が出ました

のも、緑友会の皆さんを始め本当に多くの

方々に支えがあったからです。心より感謝い

たします、ありがとうございました。

そして、次回セミナーを主管されます千代

田印刷人新世会の皆さんの、ご成功をお祈り

申し上げます。

まだまだ私共の旅は終わりません。どうぞ

ご興味がありましたら、皆さんまた山梨へお

越し下さい。

やまなし印刷若人会幹事長

雨 宮　透 修
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■序章－言い訳（あるいは愚痴）

先の広島常任幹事会の終わりがけに山梨セミナーの

感想を依田さんから頼まれる。（これが依田さんに

とって最大の誤算！今後、戸根木を信用したら駄目で

す！）連休を使って書けばいいや～が締め切りを過ぎ、

できないもんはできん！と確信犯で神戸総会に乗り込

むと自分のコーナーが白紙のゲラを見せられる。（こ

れには、能天気でお馬鹿な戸根木もこたえました！）

だらしなさは筋金入り！いつまでたっても日程、講師、

仮予算報告等何一つ具体的に決まらずにいるため、実

行委員のメンバーからも突き上げ食らっている。（本

当です）それなのに、なんで受けたって？あの素敵な

依田さんの笑顔！断れるわけないじゃないですか！！

誠心誠意書かせていただきます！（「ふぅ～ん、ほな

ら？あのワイングラスの酔っ払い写真は？なんや

ぁ？！」と松口さんの声がする。もう、かんにんして

～本題に入ります）

■理念は妖精みたいなもの

セミナー開催宣言、ご挨拶といつもの紹介等々進行

し、休憩後セミナー劇が始まる。舞台には苦悩する社

長が１名。「なんでだぁ～！」と悩みつつ「しょうが

ねぇよなぁ～、うん、俺は精一杯やったんだぁ」と時

代や他人のせいにして自己弁護を始め諦める社長に

「なぁに言ってんだよ！！！」とお世辞にも妖精なん

て？のぜんぜん可愛くない妖精役のにいちゃんが大声

で後ろから突っ込む。「はぁ妖精？嘘付け！妖精って

言うのはもっと小さくて可愛いくて背中に羽が…」に

「うちのばあちゃんもそうだった」とさらり、面白く

もおかしいテンポのよいやり取りに一気に引っ張り込

まれる。

社長舞台は５年前にタイムスリップし、妖精は苦悩

するを諭する。社長も徐々に反省しだして現在を通過

して2005年の未来に最後は社長が改心？し、アドリブ

の７人のギャングの話をする時には、ご覧になったみ

なさまは色々と感じたり考えることが多かったと思い

ます。下手すると、くさい＆押し付けがましい、わざ

とらしいになりかねない上に「生き残れなかった３分

の１」なんてテーマが重く難しいのにもかかわらず、

脚本のよさと演出で、ぐいぐいと最後まで引き込まれ

てしまいました。（過去にひどい舞台を押し付けがま

しく見せられてトラウマがある私が言うのですから間

違いなく面白かったです。）そして第２部住吉海平市

の実践からの理念、大和信春氏の「和の実学」を実践

している会社の運営をより具体的に聞く。改めて理念

の大事さを認識しなおしました。劇中で改心前の社長

は企業理念を特別販売価格の５万で購入しました。買

えるものじゃないし、何億かけても手に入らないけど、

心がけひとつで確実に手に入れられる。でも、手に入

れたと思っていても、怠慢すればいつのまにかなく

なっている。そう妖精みたいなものなのかもしれませ

ん？ひょっとしたらＩＳＯとるより難しく大切なこと

かもしれません。

懇親会では三都物語の大阪・神戸・京都の天然のボ

ケと突っ込みのトリオ漫才。岐阜名物のピンクレン

ジャー、そして厳粛な気持ちで旗を受ける自分！最後

の山梨若人会のご挨拶には、京都名物？お花の贈呈と

ビールかけ。（滝本さん、京都では３倍になってか

えってきますよ～！ご用心！！）

そして、靴が鳴るで続き感動の山梨セミナーは幕を

閉める。お疲れ様でした！！

■広告とお詫び

さて、こんなズボラな私が実行委員長となり、東京

でセミナーを2002年２月９日に開催させていただきま

す。緑友のみなさま、説得力はありませんし、不安だ

らけでしょうが、充実したセミナーと懇親会でおもて

なしいたします。多分、否！きっと！！万事お繰り合

わせの上、ご参加ください。待っています！！！原稿

を書きながら、今　改めてセミナーを思い出すと、山

梨の方たちの見えない苦労がひしひしと訴えてくる。

これが緑友の心？魂？皆さんをおもてなすという理念

なのかもしれません。そういうことを知らしめるため

に依田さんはわたくしめに原稿を依頼されたのかもし

れません。依田さんをはじめ山梨若人会、すみません

でした！ありがとうございます！必ずセミナー成功さ

せます。

最後に瓶入りの老酒！（ギョーザのパロです）僕は

エリザベスハーレーが好きです。〈５月14日（月）脱稿〉

千代田印刷人新世会　

戸根木　孝

「君は生き残ることができるか？」

第第3434回全国印刷緑友会回全国印刷緑友会山梨セミナーに参加して山梨セミナーに参加して
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FG94号からFG105号まで　4年間　計12号を「やまなし印刷若人会」で担当させて頂きました。その
間多くの関係者・会員の方々にご支援を賜り　またご迷惑をお掛けしながらも無事全巻発刊することが出
来ました。ありがとうございました。
既にご承知の方も多いとは存じますが、FGは発刊ごとに緑友サーバーよりリンクを貼ってやまなし印刷
若人会の会員サーバーにて全巻PDFによるダウンロードサービスをいたしております。従来ですとこの
時期に94号から105号までの合本を発行するところですが、IT革命時代真っ直中に生きている青年印刷
人にふさわしく　インターネットによるデータ発信にて、それに代えさせて頂きます。

2001.5.20
やまなし印刷若人会　FG編集委員会　編集長 北條　正・吉岡秀樹・稲葉政太

全国印刷緑友会　広報担当 常任幹事　依田訓彦
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全国印刷緑友会第２回常任理事会　議事録
作成人：戸根木　孝（常任幹事）

（日　時）2000年11月18日（土）
ＰＭ14：00～16：30

（場　所）株式会社サドヤ酒造場

１、開会の辞（山梨・雨宮）
２、会長挨拶（福田会長）
３、議長指名（福岡・川島）
（１）40周年記念誌

松浦前会長より長崎での第一回歴代会長インタ
ビューを皮切りに10/11北海道にて11/13東京にてイ　
ンタビューを行った。緑友会会長が台湾招かれるな　
ど埋もれた記録が見つかる等、新たな発見もあり、
現在編集中。スキャニングは全てカラーだが、あま
りデーターを重くしたくないとの報告あり。
小倉幹事より全国グループの入校状況報告あり。

記事はそろったが、写真が無い会が多々あり引き続
きご協力をお願い致します。
さらに４０周年記念誌の形態の提案が松浦前会長

より報告される。

40周年記念誌（案）
第１案　上製本つき（20周年記念誌「道程」

と同様）約700万円
第２案　ＣＤ-ＲＯＭ　350～400万円
第３案　ＣＤ-ＲＯＭ+緑友サーバー　

350～400万円+α
第４案　緑友サーバー300～350万円
いずれも1500部作成の場合（緑友サーバーは別）、

緑友サーバーを利用する場合は、別途サーバー使用
料・管理用もあわせて検討する必要がある。
また、同時に２０周年記念誌「道程」復刻版ＣＤ-
ＲＯＭ約100万円あるいはＰＤＦ化（全文検索で
きるか否かは別とし）してサーバーに保存する案も
報告された。

ＰＤＦ化に関して同友会福田氏より協力できるか
もとプレゼンが行われた。ＰＤＦ化と同時にＷＥＢ　
化が可能で全文検索等機能が使えるとの事。大日本
スクリーンのマルチドックシステムのライセンスを
買い上げているそうです。
＜質疑応答＞
山梨雨宮氏「ＷＥＢと印刷では画像の取り込みが違　

うが？」
松浦前会長「スキャニング料金は高解像度でまとめ、

含まれた料金で見積もっている」
大門氏よりいまだに前回配布された名簿ＣＤの入

金も無い会がある、発行部数の調整を含むお金の回　
収方法も考えてもらいたいとの発言あり。
また、主な原資を基金を使ってはどうかという事

で審議された。

＜協議の結果＞
第２、第３案を基準に立案する方向で決定。原資

には基金より捻出する方向。また、電子媒体が基準
だが、同時に小部数の上製本を作成する事はシステ　

ム的に可能との発言を受け、紙媒体を希望する方に
はオプションで提供する方法も提案していく事を確
認した。
また、最終的に神戸総会までに間に合わせたいと
の見通しも発表された。
矢谷氏より現会長材在任中に間に合わせてほしい　
との希望と、名簿の入金確認の件が出る。
後程の議題で確認。

（２）山梨セミナー
別紙資料参照　別紙資料参照　230名予定12000円
宿泊8000円
予算内容は拍手をもって了承を得る

（３）長崎大会決算
組合から助成金50万円
予算内容は拍手をもって了承を得る

（４）岐阜大会
別紙資料参照
岐阜野村氏「ホテルコンパニオンと一般の違いは　

触れるか触れないか」 白井氏「見苦しいセクシャ
ルハラスメントは、家族や子供が参加するのでご勘
弁を」 福田現会長「僕はえ～よ～」
なごやかに承認をえる

（５）岐阜大会以降の立候補
東京千代田印刷人新世会単独開催で2002セミナー

を受ける

（６）東海地方集中豪雨被害について
被害に対しての義援金報告（別紙あり）約280万円　
名古屋而立会よりお礼、特に被害の大きい５社に渡
されることになりました。

義援金の原資としては、
森田氏「基金を使うべき」 岸氏（出席されてい

ませんが）「規定がなく難しい、基準も無い」 大門
氏「会長総務の資金をまわす」「神戸震災の時は捻出
していない、セミナー時に剰余金を当てた」「災害は　
予測できない、線引きが難しい」「引当金をつくる
か？準備金？」 大鶴氏「義援金という気持ちが大
切で、基金は外すべき」。などの意見が交換され、基
金からは難しいので今回のような徴収方法が良いの
ではという方向となった。

（７）サーバー活性化委員会報告
議案書に掲載した、現在進行中のプランが紹介さ

れた。より、オープンに、より会にとって役立つ情
報を具体的に発進していきたい。
白井氏「知らぬうちにサーバーが落ちていたこと

があった、今後のことも考えサーバー管理を委託し
て安定した環境にしたい」「三菱商事とＮＴＴデータ
ーとオリーブでネットでコラボレーションを構想中、
緑友サーバーとのリンクも考え積極的に取り入れた
い」「徳島多田氏が立ち上げている裏サーバの認知を
考えていただきたい」

平成21年度 第2回常任幹事会平成12年度  第2回常任幹事会 
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（８）東京大会決算報告、東印工組山手支部山青会退会
について

東京大会の最終決算が報告された。また、長崎大　
会の議事録が配布されたが、松浦氏より決算報告の
承認の前に再度決定事項に関して確認が必要ではな
いかという意見が提出された。
松浦氏

其の１　発行された書物は、「記念誌」とは認めない。
破棄していただきたい。但し、廃棄の方法　
は各グループに一任する。

其の２　返金額は283万円から実費160万円を差し引
いた123万円

其の３　逸見氏は緑友会を退会する
以上を明記、確認した上で東京大会の決算報　

告は承認されるべきであり、長崎ではそういう結論
に至ったはず。
「条件を議事録に明記する記念誌として認めない議
事録と決算書がリンクしていなければならない。グ
ループによっては記録誌として認めるとあるがそう
ではない。廃棄をするのが事実上困難であるから回
収しないのである。間違いを記録誌として残しては
いかん。私の期では仮決算としてある。常任幹事会
で決めるものである記念誌として認めてはいない」
福田会長「すでに逸見氏は退会をしている」 大鶴
氏「当事者である逸見氏本人を呼んで話を聞くべき」
戸根木「幾度にわたり在京９団体があつまり逸見氏
とで出した答え、今さら必要ない」 大門氏「議事
録の内容と違う、返答を受けていない」 松浦氏
「議事録に入ればそれでよい、承認していただく」
安藤総務「芝崎氏の文章をそのまま議事録に添付す
ることでよろしいか？また議事録については早急に
作成し、審議を仰ぎたい。」

以上、松浦氏より再確認を要望された条件に、東京
大会の最終決算報告は承認された。

＜東印工組山手支部山青会退会＞
福田会長受理（残念である）
大門氏「前期会費はすでに振込まれている」
＜会計より報告＞
大門氏「会費未納があります」「九州大牟田から名簿
の入金が未納」「先の東京大会記念誌分123万円が振
り込まれている、使いみちを本年度中に指示してほ
しい」

（９）その他
＜神戸兵田氏から確認のお願い（総務が代弁）＞

翌日オプションでゴルフ、ユニバーサル・スタジ
オはどうか？
必要なし！
松浦氏「会場設定のため宿泊別、参加者の心配、

より多くの参加を希望する」

＜東京港若竹吉田寛二氏より＞
若竹４０周年記念が２月２３日ホテルオークラで

行われます。多くの方の参加をお願いいたします
参考資料
長崎での常任幹事・グループ長会議議事録より

①40周年東京大会記念誌の件（千代田印刷人新世会
芝崎氏）発行の遅延及び内容についての経緯の説明

（お詫び）がされ、「記念誌」としてではなく「記録」
として受け取って欲しい。また、予算は2,835,000円
となっていたが、とてもそう云う内容にはなってい
ないので、実行委員会で協議の結果160万円とさせ
て頂き、差額の1,235,000円を緑友会に返却させて欲
しいとの提案があった。

各グループ長より
「公式の記録誌としては受け取りたくはない」「印刷　
業界としての印刷物ではない」「会として廃棄処分し
たい」「緑友会の事を知らない会員に見せれば品位や
程度を疑われる」「全額返金して貰うべきだ」「在京
案を承認するけれど会員には配布しない」「もうすで
に廃棄した」「すでに全員に配った」等の意見を頂き、
費用についての件、その処理方法等活発に意見が出
された。
会長より
１　今回の反省をぜひ生かして、50周年大会を快く

受けて頂きたい。
２　在京各グループの活性化をはかり、人的な損失

を補って下さい。
３　在京グループの開催ではなく、単独開催で緑友

のイベントを主管して下さい。
との提案があり、「記念誌」の処置方法は各グループ
長へ一任する形とすることで原案どおり承認された。

以下芝崎さんの原稿

全国印刷緑友会のメンバーの皆様には益々御健勝　
にて御活躍のこととお喜び申し上げます。
さて今般、なかなか発行されなかった40周年東京

大会記念誌が、突然各グループ長さん宛に送られま
した。また、受け取られて御覧になられた方には、
その内容のひどさに驚かれたことと存じます。これ
らは全て記念誌作成担当の刷友青山会逸見氏が、実
行委員会に何の了承も無く行ったことであります。
しかしながら、長期に渡り発行できなかった事、そ
してこの様な事態を招きました事につきましては、
実行委員長として多大なる責任を感じております。
誠に申し訳ございませんでした。心よりお詫び申し
上げます。つきましては、これまでの経緯を説明さ
せて頂き、その対処方法につきましてお願い申し上
げたいと存じます。

①今日までの経緯
・40周年東京大会は、会場を、出来たばかりのお台場
「ホテル日航東京」に設定しました。そのため会場
費にかなりの金額が掛かることが予想され、大会記
念誌は作らない方針でスタートしました。
・しかし、逸見氏より、記録も残さないのはおかしい
という意見が出て、作成されることになりました。

・担当は青山会の逸見氏で、記録係の青樹会の山田氏
と一緒に仕事をすることとなりました。まだこのと
きには予算は決定されていませんでした。
・97年７月10日の第17回実行委員会において、山田氏　
より予算200万円という話がでました。
・次の第18回実行委員会において、逸見氏が自ら「東
青協」の大会記念誌を持参され、これと同等のもの
を作成したいが、それには予算200万円では不足であ
るとの意見を述べられました。そこで予算が
2,835,000円に増額され、この金額で決定しました。
また、内容については、座談会＋塚田さんの講演内
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容＋αということでした。
・大会終了後1ヶ月も経たないうち、早稲田にて座談会
を開催しました。
・2ヶ月後、座談会の校正が手元に届き、内容を確認し
ＯＫを出しました。また塚田さんの講演についても
リライトができたとの報告が有りました。
・翌年の青森総会までに完成させるとのことでしたが、
まあ、伸びても鹿児島大会までにはなんとかなるだ
ろうということでした。
・しかし、鹿児島大会までには、ついに出来あがりま
せんでした。
・以後、総会、大会、セミナーの度に出来るかどうか
担当の逸見氏に確認しましたが、その都度「出来ま
す。」との返事をもらいました。しかし、ついに出来
ませんでした。
・札幌総会の後、福田会長より、これ以上いくら経っ
ても出来ないようなら、中断したらどうかとのご提
案を頂き、常任の安藤氏・戸田氏を始め、実行委員
会のメンバーの何人かの方と相談し、中断の方向で
検討を始めました。そこで、逸見氏にストップを掛
けたところ、もう出来あがっているとの返事でした。
ストップを掛けたので、そこで止まっているものと
思っておりましたが、それから数日後に、私共に何
の相談も無く各グループ長宛に発送されました。
・７月28日に40周年の実行委員のメンバー何人か
に集まって頂きこの結果を報告しました。多くの
方々より内容が悪いとの意見があり、逸見氏自身も
これを認められました。そこで、取り敢えず各グル
ープ長さんにはこの40周年記念誌をメンバーの方
に配らないようにお願い致しました。また、常任の
方々には逆に１冊ずつお配りして、内容を見て頂く
ことにしました。
・これがこれまでの経緯です。

②お願い
この40周年記念誌につきましては、作り直す事が

本来の取るべき方法であるとは十分に承知しており
ます。しかしながら、大会から３年の歳月が流れ、
実行委員会の各メンバーの記憶も薄れてまいり、も
はや作りなおすということは殆ど不可能となってお
ります。そこで、誠に勝手な申しようではあります
が、この40周年記念誌なるものを「40周年東京大会
の記録」という形で考えて頂き、お受け取り下さい
ますよう曲げてお願い申し上げます。また、予算は
2835000円となっておりましたが、とてもそう云う内
容にはなっておりませんので、実行委員会で協議の
結果160万円とさせて頂き、逸見氏より差額の
1235000円を返却して頂くこととなりました。逸見氏
より返却のあったお金はそのまま全国印刷緑友会へ
お返し致します。さらに、発刊が長期に渡り遅れた
伴、内容に問題が有る件、実行委員会に一切相談報
告も無しに配布した件の責任を取って、逸見氏より
全国印刷緑友会を退会する旨の申し出が有り、これ
を確認致しました。
以上誠に不条理なことを申し上げておりますが、

今回を持ちまして40周年東京大会のすべてを終了
致したく、何卒、何卒宜しくお願い申し上げます。

４０周年東京大会実行委員長
千代田印刷人新世会
芝崎　孝

緑友の心　－緑友会ってなに？－

緑友会長を2年務めさせていただき、最後に自分な
りに緑友会について整理しながら考えて見ようと思
う。不勉強な上に勝手な思い入れから、勘違いや曲
解している部分も多々あるとは思うが、今後の活発
な議論と緑友活動の一助となれば幸いである。
はじめに

緑友会は各地域のグループの集合体で、各グルー
プの活動が緑友会を支えています。本来なら，その
上部団体が全国印刷緑友会となりそうですが，そう
でないところに緑友会の不思議さと面白さがありま
す。なぜ緑友に集い，話し合い，勉強をし，懇親を
深められるのか？組織とは必ず上下構造になるのに
なぜ緑友は同等でいられるのかを，なるべく分かり
易く述べてみたいと思います。
人は不幸な存在で，自分で自分を幸せにすること

が出来ません。それが可能であれば社会生活をする
必要が無く，孤独な暮らしほど幸福でありましょう。
つまり他人から与えられるものが幸福であり，当然
他人を幸せにしないと自らの幸福に繋がらないこと
になります。平たくいえば，緑友会はもっと楽しく
生きたいと思う人々の集団ということになりましょ
う。それ故に自分を触発するための刺激を求め，
ネットワークを拡げることで多くの知識を得ようと
しているのだと思います。

緑友を支える三本柱
①グループ長　　

グループ長という名前は、各グループのスタンス
の違いにより会長であったり幹事長であったりする
なかで、各グループの自主性を重んじるために付け
られています。緑友会の歴史の中でも「会長」か
「幹事長」かで大いなる論議を呼び、緑友会が各グ
ループの上部団体ではないことの証の一つと言えま
す。緑友会にどのように関わるかは各グループの自
主性にまかされていますが、個人の活性がグループ
の活性化に必要不可欠なように、各グループの活性
が緑友会の根幹といえます。

②常任幹事
常任幹事は緑友のお世話役として、会長を含め総
務・会計・書記・渉外・会報・広報・監事・ブロッ

緑友の心―緑友の心―
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ク担当があります。常任幹事はグループ長以外の人
が就任することが多く、主に各グループの意見の取
り纏めや様々な調整が仕事です。

③個人
最初は緑友の行事にグループとして参加をしてい

ますが，全国の仲間と話したり酒を酌み交わす内に
親しく付き合えるようになります。緑友のネットワ
ークとＩＴにより全国どこにいても同じ情報を得る
ことができ，又様々な相談に乗って貰えるように
なってきたら，緑友に参加することがもっと楽しく
なってきます。そして段々深みにはまる，それが緑
友です。
緑友を支える三つのイベント
①総会　②大会　③セミナー

各イベントの内容は，決まり事（総会，グループ
長会議，常任幹事会）以外は主管するグループに任
されています。各グループが失敗を恐れず色んな事
に挑戦していく，その調整役として常任幹事が存在
しているのです。総会での議決権はグループ長にし
かありません。各グループ長には辛いことですが，
グループを代表して総会で意見を述べて頂くことに
なります。総会が常任幹事の成績発表の場であり，
グループを代表するグループ長・グループ長以外で
構成する常任幹事会・実際に参加する個人という三
者の絶妙なバランスが，緑友を上部構造ではない個
人のネットワークたらしめているのだと思っていま
す。主管する側も，個人的にしたいことと全国の皆
さんに喜んで頂く気持ちの狭間で揺れ動く事だと思
いますが，失敗は自己責任だと割り切ってチャレン
ジしてみましょう。失敗こそが我々を高みに連れて
行ってくれるものですから。
緑友を支える三つの心「緑友の原点」

「原点」と言われましても、懐古主義のように思
えたり、昔のことは知らないといった感情が邪魔を
して素直に受け取れないことがあります。緑友会は
世代交代を繰り返しながらも、常にその時代のトッ
プメンバー達の集まりです。その中での「原点」と
は、その時に合わせて自分達で悩み考えながら進み
なさいということだと思います。
緑友の「原点」は、すべて個人にあり以下の三つ

に集約されると思っています。
①参加すること

②主張すること
③行動すること
まず参加することが基本で、多くの素晴らしい

人々と知り合い・親睦を深め、人と人との繋がりを
作る事にあります。そして、多種多彩な会員の皆さ
んと交流を深め自分を高めつつも、自己を主張して
頂かなければなりません。互いに議論をしていく過
程において、自分のグループを代表して話す必要は　
ありません。闊達な議論の中では、それが個人の意
見であることが必要条件の一つとなります。自分の
考える緑友会に何かを感じたら、イベントを主管す
ることが行動の始まりです。
参加するだけでは、緑友という船の乗客になった
だけです。意見を交わすことで初めて船員になれま
す。そして主管することで緑友をリードして頂きた
いのです。緑友会は各グループの集合体で、グルー
プは個人の集合体です。個人のわがままな主張がグ
ループを活性化し、謙虚な反省が個人を進化させ、
延いては緑友会を発展させる「原動力」となるので
す。提案して話し合ってやってみれば良い。そして
又修正すれば良いんです。その過程から初めて何が
必要で、何が要らないかを理解してきます。不要な
ものは捨てればいいし失敗してもいい、すべて新し
く考え直すことが「原点」なのです。

緑友の終焉
緑友会は、その時々の若者個人の叡智と勇気に

よって支えられています。緑友で築き上げた人間関
係と向上心は終生続きます。それは、緑友が情報交
換の場でありネットワーク作りのために存在するか
らです。もし緑友に終わりがくるとしたら，若者が
前進する気持ちと謙虚な反省を忘れた時でしょう。
失敗を恐れるあまり常に前例に倣い・変革の為の議
論を避け・自分の楽しみだけに参加し・反省を忘れる
ということが，緑友を個人のものから組織へと変化
させます。自分だけでは出来ないからグループを作
る、それでも足りないから緑友会があるのではあり
ません。個人が思いついた素晴らしいことをいち早
く多くの人に知ってもらい，又多くの人から意見を
頂いて磨き上げ実行していく場が緑友会であり緑友の
心なのです。緑友会は皆さん個人のものです，大い
なる勇気を持って挑戦していきましょう。その気持
ちが、あなたと緑友会を進化させる原動力ですから。

―緑友会ってなに？――緑友会ってなに？―

全国印刷緑友会　会長

福 田　信 彦
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京都青年印刷人月曜会
「30周年記念式典」
日　程：平成13年６月16日（土）

時　間：17：00～受付

場　所：料亭「左阿彌
さ あ み

」

九州山口青年印刷人大会
日　程：平成13年11月３日（土）

時　間：15：00～20：00

場　所：ホテルニューオータニ佐賀
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緑友会の皆さんこんにちは。福岡印刷若葉会

の佐々木でございます。

新しい世紀になり、皆様如何お過ごしでしょ

うか？21世紀になってもなかなか景気はよく

ならず、暗い話題の多い日々が続いておりま

すが、今日は私たち福岡印刷若葉会の元気の

ある話をご紹介したいと思います。

私たち若葉会は会員数44名の会でございま

す。昨年、忘年会の席でこの暗い世の中のム

ードを新世紀と共に吹き飛ばすようなことは

できないだろうかという話が出ました。

しかし、予算が…、時間が…ｅｔｃ。でも

そこは“お酒”という友達がみんなを励まし、

徐々に色々な企画が出てまいりました。その

中で、若葉会メンバーが所属するバンドでラ

イブをしようということになりました。ここ

までは酒の席でよくある話でありますが、な

んとこれを本当にやってしまうのが若葉会。

12月に立案、なんとタイトルもそのものズバ

リ、「新世紀ジョイントライブ（21世紀を祝い

協力の輪を広げよう）」ということで２月12日

に開催致しました。300名を超える声援に、若

葉会メンバー所属のバンドが３時間にわたる

熱演。当然、打ち上げもしっかりと…。

この不景気にもかかわらず、業界皆様の多

大なるご協力により盛大なるライブが行え、

かつ一部収益金につきましては、福祉施設に

寄付もできました。久しぶりに会員全員が一

致協力し、大変でしたが楽しい一日を過ごせ

ました。若い力が結集してイベントを行う力

強さ、これがまさしく21世紀の印刷業界を支

える力であることを改めて確信致しました。

かっこいいことばかり書いておりますが、

若葉会もこの数年会員数も減り（ＯＢはたく

さんいらっしゃいます）景気の様に元気がな

くなってきてましたので、今回の事業は本当

に思い付きでありながらいい企画であったと

思います。

皆様も是非“元気”が出ることを一緒にして

みては如何でしょうか？

次号の担当は

城野徹 氏 株式会社城野印刷所　東京事務所長

〒150-0042 東京都渋谷区宇田川町２―１

TEL（03）5489-8088 FAX（03）5489-8098

福岡印刷若葉会

西部印刷機材株式会社 佐々木　裕司



◆第45回全国印刷緑友会 大阪総会
開催日：2002年５月18日（土）

会　場：

登録料：

主　管：大阪青年印刷人クラブ

◆第44回全国印刷緑友会 岐阜大会
開催日：2001年9月8日（土）

会　場：岐阜ルネッサンスホテル

登録料：

主　管：ぎふ印刷翠陽クラブ

◆第35回全国印刷緑友会 東京セミナー
開催日：2002年２月９日（土）

会　場：

登録料：

主　管：千代田印刷人新世会


